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2．方法 
 前橋市の 710 名(男性 430 名，女性 264 名，不明 16 名)に対して，2015 年 12 月から 2016
年 1 月にかけて以下の項目・尺度から成る質問紙調査を行った． 
1）居住地区 



















































った【地域持続願望】の 4 つの下位因子から構成されている． 
 
10）地域愛着に関する項目 2（引地ら，2009） 












 3 項目：5 段階評定であり，食材はできるだけ地元のものを選ぶようにしている，外食す
るよりも自炊の方が多い，買い物はできるだけ地元でするようにしているの３項目からな
る． 
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②年齢構成 
 
Figure 2 研究協力者の年齢構成 
 
③前橋市全体・現在の地区への居住歴 
       
Figure 3 前橋市への居住歴       Figure 4 現在の地区への居住歴 
 
④国籍            ⑤世帯全員の人数 
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⑥世帯主との続柄                   ⑦配偶の関係 
  
Figure 7 世帯主との続柄           Figure 8 配偶の関係 
 
⑧住居の種類                        ⑨仕事の種類 
  




Figure 11 生活の主な交通手段 
 
 本研究の研究協力者は，男性が約６割を
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3－2.居住地区 
 







Figure 13 地区での活動 
 
 研究協力者の地区での活動としては，1.  地域と関わる役職も持ってないし，行事等に参
加することもない協力者が 89 名（12.99％），2.  直接地域の活動を手伝ったりすることは
ないが，行事などに参加者として参加することはある協力者が 105 名（15.33％），3.  地
域で責任を持つ担当はしてないが，呼びかけがあれば，地域の活動に参加することがある
協力者が 153 名（22.34％）であり，4.  地域の組織の役職を持っており，地域の活動もか
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3－4.地区の生活環境 
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成得点を算出し，性差を独立変数とした t 検定を行った（Figure 16）． 
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Figure 16 性差による地域愛着各因子の得点 
 



















風土接触度 地域選好 地域愛着 地域持続願望 物理的環境評価 社会的環境評価 地域への愛着
男性（428名） 女性（266名）
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